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　９月号の広報クイズ応募者から寄せられた投書の
一部をご紹介します。
　今回のテーマは「秋ひそかに楽しみにしてる
こと」です。
・庭にクリスマスローズの植樹など、庭いじりが楽し
みです。(30代男性）
・食卓にサンマの塩焼きや刺身が並ぶのが楽しみで
す。(70代男性）

みんなの広場みんなで参加 ! みんなでつくろう !! 広報かがみいし

広報クイズ

隠れ「牧場のあーさー♪」を探せ！

◆応募方法
ハガキまたはメールに必要事項を記入して応募
　ハガキ宛先：鏡石町役場総務課　広報担当
　　　　　　　（〒969-0492　鏡石町不時沼345）

メールアドレス：smile_k@town.kagamiishi.lg.jp

◆必要事項
クイズの答え（５ページ分の牧場のあーさー♪
のいるページ番号）、住所、氏名、年齢、電話番号、
[秋の好きな風景」について教えてください。

シルエットの
牧場のあーさー♪

←

この広報紙の中に、シルエットとなった「牧場のあー
さー♪」が５体隠れています。全て見つけた方の中から
抽選で２名の方に町の特産品をお送りします。

ハッピーバースデー写真、ペット写真募集
　11月に誕生日を迎える小学校就学前までのお子さんと
愛するペットの写真を募集します。

応募先　〒969-0492 鏡石町役場総務課 広報担当
メール   smile_k@town.kagamiishi.lg.jp　
応募期限　10月21日㈬
問い合わせ先 総務課　☎ 62–2111　FAX 62–6553

※お子様のお名前の読み仮名を必ず記入してください。

◆注意事項
①このページの「牧場のあーさー♪」はカウントできません。
②シルエットの大きさは一定ではありません。
◆応募期限　10月21日㈬必着
◆９月号の正解　３、７、12、14、20
◆当選者の発表【敬称略】
栁沼英和（本町）、熊田榮子（鏡沼）

※今回のプレゼントは、町産きくらげセットです。後日
郵送します。

　つどいの広場は、町健康福祉センターで開催して
います。開催日、定休日は以下の通りです。

つどいの広場

●開催日　毎週火曜日～日曜日、祝日（９～ 16時）
●定休日　毎週月曜日、毎月第４土曜日
　　　　　年末年始（12/29 ～ 1/3）
※月曜日が祝日の場合、翌日がお休みです。
●問い合わせ先　62-7278

広 告

「広報かがみいし」広告掲載者募集
●掲載位置　町が指定した位置
●掲載料金　下一段　1万円（このサイズ）
　　　　　　半　分　５千円
●問い合わせ先 総務課広報担当　☎ 62-2111

慶弔だより
令和８年８月鏡石町届出分

住民票などの証明書は、便利なコンビニやオンラインで

（R8.9.1 現在）

件 数 16件 （1）
死 者 1人 （0）
傷 者 17人 （0）
（　）は前年同期の件数

「わたります
「「止まるやさしさ　ありがとう」
（交通安全年間スローガン）

（R8.8.31 現在）

火 災 2件 （４）
救 急 361件（393）
水 害 0件 （0）
（　）は前年同期の件数

「火の確認
いい日を支える いい習慣」
（全国統一標語）

火災・救急事故 交通事故 人口と世帯数
（R8.9.1 現在）

11,984 人 （23）
5,922 人 （20）
6,062 人 （3）
4,634 世帯（12）

（　）は前月との比較

納　税
・町県民税（3期）
・国民健康保険税（４期）
・上下水道使用料（8・9月分）
・介護保険料（4期）
・後期高齢者医療保険料(3期)
の納期限は11月2日㈪です。
下記の金融機関での口座振替が便利です

夢みなみ農業協同組合・須賀川信
用金庫・東邦銀行・大東銀行・福
島県商工信用組合・ゆうちょ銀行

　鏡石町中央 245番地
　☎ 0248-94-8110
　　（営業時間９時～ 19時）
　　定休日：毎月第２火曜日
　※営業時間は変更する場合が
　　あります。

鏡石まちの駅

かんかんてらす

鏡石町公式LINE

「友だち登録」はこちらから

①町からのお知らせや緊急情報
　を発信！
②あなたの質問に「AI」がお答
　えします！
③必要な情報だけ選んで受信で
　きます！

町の情報をお届け！

この欄への掲載を希望しない方は、届出
の際にお知らせください。

よ ろ こ び
地区 赤ちゃん お父さん お母さん

男の子

鏡　沼 保志　碧
あおと

人 将輝 憧子
鏡　沼 白山　獅

しりゅう

琉 竜雅 未来

岡ノ内 モロイ　ウィリアムマーク ｼﾞｪｰﾑｽ 
ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ 悠香

岡ノ内 木村　海
かいと

翔 豪 美有紀

地区 氏　名 年齢
岡ノ内 ⻆ 田 　 寛 61
中　町 今　野　サク子 80
岡ノ内 瀬 和 　 卯 94
境 菅　野　タケ子 86
旭　町 植 田 ミ イ 90

か な し み

未来へ輝け
まち期待の星

vol. 124

　今回は須賀川消防署鏡石分署に勤めている大場晴稀さん（26）にお話
を伺いました。大場さんは、昼夜問わず消防士として火災現場の消火活動、
傷病者の応急処置・搬送などの救急、救助活動をされ、地域の安心安全
のために日々働いています。その中で、８月に開催された第54回全国消
防救助技術大会ロープブリッジ救出部門に出場され素晴らしい成績を収
められました。
　「消防士になったきっかけは、東日本大震災という大災害を経験し、人
の役に立つ仕事に就きたいと思ったからです。日々の業務を行いながら、
大会に向け約１年前から４人１組で２人が水平に展張された渡過ロープ
により対面する塔上へ進入し、要救助者を救出ロープに吊り下げてけん
引し救出した後に脱出するという訓練を行ってきました。全国大会に出
場するためには、署内選考、県大会、東北地区大会と狭き門を突破しな
ければなりません。
　訓練の成果が発揮され全国大会が決まった時は、率直に嬉しかったで
す。須賀川地方消防広域本部としては45年ぶりの快挙となりました。日々
の訓練は苦しい時もありましたが、チームのみんなと誰か1人が突出す
るのではなく、全員の足並みを揃えて1つの目標に向かった結果が今回
の成績に繋がったと思っています。次年度も全国大会への出場を目標に
日々の業務、訓練を行っていきたいと思います。」

大
お お ば

場 晴
は る き

稀さん（須賀川消防署鏡石分署　消防士）
「声の広報」広報紙の
　　　　朗読サービスについて
町では、広報かがみいしを CDに録音し、定期
的に届ける朗読サービス「声の広報」を行ってい
ます。視覚障がい者の方の利用は無料です。障がい
により活字を読むことが困難な方、または身近にそ
のような理由でお困りの方がおりましたら、気軽に
お問い合わせください。


